
市
営
住
宅
家
賃
の
減
免
制
度
を
改
正

●
４
月
か
ら
新
し
い「
減
免
基
準
」に
な
り
ま
す

市
営
住
宅
の
家
賃
の
減
額
・
免

除
制
度
に
お
け
る
減
免
基
準
が
四

月
か
ら
改
正
に
な
り
ま
す
。

変
更
点
は
次
の
三
点
で
す
。

①
減
免
基
準
と
な
る
収
入
の
上
限

額
を
生
活
保
護
基
準
に
合
わ
せ
、

現
行
の
月
額
三
万
八
千
円
か
ら
七

万
二
千
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

②
住
宅
規
模
や
立
地
な
ど
の
利
便

性
で
家
賃
を
決
め
る
「
応
能
応
益

家
賃
制
度
」
の
採
用
に
合
わ
せ
、

減
免
世
帯
が
負
担
す
る
減
額
後
の

家
賃
の
負
担
率
を
「
収
入
額
の
一

〇
％
、
一
五
％
、
二
〇
％
」
か
ら

「
住
宅
家
賃
の
二
〇
％
、
三
〇
％
、

四
〇
％
、六
〇
％
、八
〇
％
、九
〇

％
」
に
き
め
細
か
く
改
正
し
ま
す
。

③
負
担
す
る
家
賃
の
基
準
と
な
る

収
入
の
計
算
方
法
を
、
給
与
、
年

金
に
か
か
わ
ら
ず
、
給
与
所
得
で

換
算
す
る
方
式
に
一
本
化
し
、
給

与
所
得
層
の
不
公
平
感
を
解
消
し

ま
す
。

本
市
の
市
営
住
宅
は
約
二
万
六

千
戸
で
す
。
減
免
の
対
象
は
、
現

状
で
約
四
千
百
世
帯
で
、
う
ち
約

九
五
％
が
全
額
免
除
と
な
っ
て
い

ま
す
。

減
免
制
度
の
大
幅
な
改
正
は
約

二
十
年
ぶ
り
。
こ
の
間
、
減
免
基

準
の
上
限
額
が
生
活
保
護
基
準
と

大
き
く
か
け
離
れ
た
こ
と
に
加
え
、

民
間
賃
貸
住
宅
を
利
用
す
る
世
帯

と
の
家
賃
格
差
も
大
き
く
な
っ
て

い
る
た
め
、
不
均
衡
を
是
正
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
減
免
基
準
の
改
正
で
減

免
対
象
世
帯
が
大
幅
に
拡
大
さ
れ

ま
す
。
一
方
、
特
別
な
事
情
の
あ

る
場
合
を
除
き
、
応
分
の
家
賃
を

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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す
べ
て
の
市
立
学
校
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
可
能
に

●
来
年
度
の
本
格
稼
動
に
向
け
整
備
を
進
め
て
い
ま
す

情
報
教
育
の
推
進
が
大
き
く
盛

り
込
ま
れ
た
新
し
い
学
習
指
導
要

領
が
、
小
中
学
校
は
平
成
十
四
年

度
か
ら
、
高
校
は
平
成
十
五
年
度

か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
合

わ
せ
て
、
今
年
度
中
に
は
、
す
べ

て
の
市
立
学
校
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
が
可
能
に
な
る
よ
う
高

速
回
線
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、

中
学
校
の
技
術
・
家
庭
科
で
「
情

報
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
が
必
修
に

な
り
、
高
校
の
普
通
教
科
に
「
情

報
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、小
中
学
校
・
高
校
・
養
護

学
校
で
、国
際
理
解
や
情
報
、環
境

な
ど
を
教
科
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず

に
学
ぶ「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

が
新
た
に
加
わ
り
、情
報
検
索
を

す
る「
調
べ
学
習
」を
は
じ
め
、
他

校
や
他
地
域
、
外
国
と
の
交
流
学

習
も
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

文
部
科
学
省
な
ど
の
学
校
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
で
モ
デ
ル
校
と

な
っ
て
い
る
一
部
の
学
校
で
は
、

既
に
電
子
メ
ー
ル
を
活
用
し
た
交

流
授
業
な
ど
が
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
今
後
は
す
べ
て
の
市

立
学
校
で
、
こ
の
よ
う
な
幅
広
い

学
習
活
動
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

さ
ら
に
、
同
省
が
示
す
教
育
の

情
報
化
施
策
の
目
標
で
あ
る
平
成

十
七
年
度
を
め
ど
に
、
普
通
教
室

や
特
別
教
室
に
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
を
導
入
し
、
ど
の
教
室
か
ら
で

も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き

る
よ
う
、
学
校
内
の
端
末
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
す
る
な
ど
、
情
報
教

育
の
環
境
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
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札
幌
駅
と
大
通
を
結
ぶ
「
札
幌

駅
前
通
地
下
歩
行
空
間
」
の
施
設

づ
く
り
に
幅
広
い
意
見
を
反
映
す

る
た
め
、
昨
年
八
月
か
ら
、
公
募

市
民
五
十
人
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
三
回
開
催
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
都
心
の
ま
ち

づ
く
り
の
考
え
方
や
、
整
備
上
の

制
約
内
容
に
つ
い
て
参
加
者
が
共

通
の
理
解
に
立
っ
た
上
で
、
グ
ル

ー
プ
討
議
や
現
地
見
学
な
ど
を
実

施
。
多
く
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
か

ら
、
こ
れ
ま
で
に
次
の
よ
う
な
点

が
施
策
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

○
分
か
り
や
す
さ
、
利
用
し
や
す

さ
を
実
現
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
に
す
る
こ
と
。

○
明
る
く
開
放
的
な
広
場
の
よ
う

な
空
間
に
す
る
こ
と
。

○
周
辺
の
ビ
ル
や
地
上
と
一
体
と

な
っ
た
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
空
間
に

す
る
こ
と
。

三
月
に
は
最
後
と
な
る
四
回
目

を
開
催
。
そ
の
結
果
を
各
区
で
行

う
パ
ネ
ル
展
で
公
開
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
さ
ら
に
意
見
を
募
集

し
た
上
で
、
施
設
内
容
を
固
め
て

い
き
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
二
月
二

十
日
�
か
ら
区
役
所
広
聴
係
な
ど

で
配
布
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
掲

載
し
ま
す
（
第
一
・
二
回
分
は
配

布
中
）。
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
意
見
も
募
集
中
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp

://w
w
w
.city.

sapporo
.jp
/sogokotsu

/toshin
/

um
all/u-m

ll- .htm
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１２月１２日に行われた第３回ワークショップの
様子

札幌駅前通地下歩行空間は
ユニバーサルデザインに

●ワークショップの経過をお知らせします
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